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本稿の I~I I~I(J は、 1 1県食障害J の身体における変容の過程を分析すること にあ る口 県食|埠答の
j記者を診察した医f:mと、文化人類学の手法によって彼女たちの言葉を/l目き取ったiJfずE者の言葉




振症)J、円1経性大食品三」 とi呼ばれる*前1疾患である 10 日本においては、 196711三に鳥IIM.jl政問
氏の東京医科歯科大学で、の最終講義のなかで、当時臨床の現場ではほと んど知られていなかっ










ち i波野は、「摂食l控筈J を病理や I~草書であるとみなす前に、 まずは生き られた「休!段」として
とらえる。その上舎でけにのよう な、 現在実践されている主な 三つの治療法を批'l'iJする。 1)症;1犬
の本質を対人関係のストレスにあるとみなし、対人関係上の問題に対する対処方法-を学ぶ治療
法(本質論的治療一対人関係療法)0 2)物質としての身体やJJiilの状態に症状のJHI玉|があると
みなし、強制的に付;:il:を増加させることを目指す治療法 (生体物質論|竹治療一行動療法)0 3) 
2)のよう に行動のサイク ルを変化させることと 、1)のように認知iの仕方を反省することを




あると規7E されてしまう。したがってこのようなれなが訂去を繰り返すことは 、 く模範 IY~ な皆、者ーと















































































入れる役割」をJ旦っているとされるD われわれは食べること、 あるいは食べること を|折つこと






卯一万il~1 であった と いう 150
食を断つことがある文化的背景において神聖な行為であるように、大量に食べることもまた神
聖な行為となり得る。このよう に、われわれが口にするものの秘類や量は、 それを拒絶する こ
とも含め、日常と非日常を反1iえさせるスイッチ として機能 し得ること を磯野は指摘するのであ
る。
そして、こうした食べ物とわれわれの 「社会や文化」との関係は、現代においてもまた失わ






「結城jをは じめとする磯野のイ ンタビュイ ーたちによれば、1:'tt~. と非 EI を 反転させる特定





た社会的文脈Jlï に依存し ているということである。すなわち、 過食 III&~ 1止を行うおのおのは、
彼女たちが行う他者と共有するこ とのできない逸脱した行為のなかでこそ、 Aすぎるほどにわ
れわれの「社会や文化j、あるいは 「文化的・社会的文脈」を引き受けているのである。したがっ
変容を保jil:する身体 一一摂食Il平告をめぐる言葉を検討しながら一一一 5 
てそこで起き ている「ひとり だけの祝祭J18への閉じこもりもまた、特定の人物や家政、状況








では、序で{確認した現代的な治療方法を l回避しながら、こうした摂食障害の祝祭性から li'l~( ]1~lt 
をと る方法について、さらに検討することはでき ないのだろうかD ここでわれわれは、「社会
や文化jに対する閉じこもりとしての「摂食障害Jについて、もう一度精神医学の校史に立ち
返って考察したし」したがって本節では 「摂食障害jが最初に名称を伴って精神疾患として登
場する、ラ七一グの「ヒステリ ー '1生?!!~食欲症について J (1873年)の言己述を{降認する。
ラ七ーグは[ヒステリーtl=.?!J.I:食欲症について」において、ヒステリ-疾患の歴史を付与築する
ために、ヒステリーにl寄せしめられる多彩な症状グループを個々に出:究する必要があると考
え刻、個別の ものを分割して論じた上で、再統合する ことによって、ヒステ リー疾患の「特殊性
(le particulier) J 21を把J屋しようとした。もちろん、現在ヒステリ一概念は解体され、かつて
ヒステリ ー とされていた疾患者平は、「身体表現性障害j や「角1(:ml~ttl箪筈J (DSl¥I-IV， 2005年)、「身
体症状症および関連痕J(DSM-5， 2013年)と名称を変えて分類されているため、摂食障害と
しての 「神経性的食欲症」ゃ 「神経性大食症」とは異なる カテゴリ ーにある。しかしながらこ
れらの身体表JJ~'lt l笥筈と 摂食障害とは、 19 世紀末には大きくヒステリーとして|可じカテゴリー
の中でとらえられていたのであり、ラセ一グは当1時l寺、全容のつカか、めないヒス テ1リj一の 「刊4特寺;努殊与引味kど，性l
をj凶:1礼市山1加H出=1土封上uするために、 まずは 「ヒ ステ リー性無食欲j11~J における「特殊性j の把慢に11 いを定め
たのである。
したがってラセーグは、「ヒステリ ー性無食欲症についてJというテキストのなかで、 「ヒス
テリー性1!lf:食欲症」の「特殊性」を記述しながら、同時に「ヒ ステ リ-J全体の 「特殊性」を
記述 しようと しているのだが、ここで彼が「特殊性」として把握したも のは何だったのだろ う
か。 ラセーグは「ヒステリ-Jにおける支配的な状況について、次のように述べる。
ヒステ リー 者の精神状態において支配的なものは、何よりも静けさ (quietude)で


































おであるとされるのである。 20 歳のある若い女性は、歌の練習のあとで、 I~陸軍:tlミの、あるい
はそれ以外のl肢の苦痛J2Ciに苛まれるようになるのだが、ラセーグは、この患者にとっての
痛Jの言い表し難さについて、次のように述べる。
変字下を{ねiEする身体 一一摂食|供与をめぐる言葉を検討しながら 一一 7 






ときには、声は 11 11て、よく響き 、何の損傷も示さなった。注意深く検査された11];1頭
部も無傷であった 280










考察 し、これらの頻度が 「同じくらしづであると する。こ こから、彼は声を失うこと と食べる
ことができないことが隣り合った状況であるとみなしていたことが分かるのだが、その上で、





















































係が生じ 、 家版や本人、 !亙 I':n í のなかに倣び、や苛立ち、脅し、さらには ?J~1l莫といったさまざまな
状況が起こ る。このよう にして患者は言い表すことのかなわない苦しみについて、自身とAiJI豆!





認してみよう 。 人間学的精神病理学の立場に立つビンスワンガー は、 f現象学的人 1 IJ ~:.] に収
められている講演「精神療法についてJ(1934年)のなかで、ある若い女性患者の例に触れて
いるお。
この女性は、 26i設の ときに初めてビンスワ ンガーのも とにやって来るのだが、 2年jfJITの24
歳のときから、月経周期の)支に具合が感くなる状態が続いていたという。 その症状は、次のよ
うなものである。大きなしゃっくりが止まらず、横隔膜から顔而までの筋肉の底饗があり 、ま
た自分自身の身体を感じることができ ない。さらに、 !亙Oilから見て「うるわしき無関心 (belle
indifference) J :)6を示す。加えて、し ゃっくりに伴ってひどい後部の痛み、食欲不振、 悪心、
激しい信1痘挙が生じ、失声症の状態になる :i70 ピンス ワンガーによれば、彼女の最も大きな症






では彼女に対し、ビン スワンガーはどのよ うに対応したのだろう か。彼はこの思表;に対 し、
くべき処置を行うのだが、この処置を行う前に彼は、次のように透巡する。
このとき〔しゃっくり 、 虚壁、失声の状態にあるとき 〕、病気のm~jz;Jに成っていた生
活史的動機は、医師にも患者にも、まだ見出され、了解されていませんでした。当
然のことながら、医師は難しい状況に立たされていました。「疾患」が、 つまり とも


















































































































の者I~)支その ;1犬 j兄から離れる能力を持っている。私が世界のなかで、生き、 I~! 分の吉I-illli 、
I~l 分の職業、自分の友人たち、 gl 分の思い/:I!j の身近に在るちょうどそのH寺にさえも、
































































自己 '~I 身に 1~:J ~i~ してしまった性など存在しないと同時に、また七1:の乗り越えというもの
も存在しなし'0何人も完全には救われないと同時に、完全に失われてしまいはしないぺ
本有品では、 1~支出:やラセーグの記述、及びピンスワンガーと fti、者ーの IIJJ できたことを ill~ り返り
ながら、「社会や文イヒJに対ーする閉じこもりとしての摂食障害の身体が、変容する過税につい
て般討した。彼女たちは、ラセーグが言うところのj易の 「装置」 を通して、自 らの身体が結ば
れている「社会や文化」と格闘する。そして、 g，らを該らずかっ危険を回避するような方法を
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